『嫁威谷物語』の諸本と作者に関する考察 by 膽吹, 覚
は
じ
め
に
福
井
県
と
石
川
県
の
県
境
に
近
い
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
金
津
町
山
十
楽
に
嫁
威
と
い
う
字
が
あ
る
。
こ
の
嫁
威
と
い
う
字
名
は
、
こ
の
付
近
に
あ
る
嫁
威
谷
と
い
う
地
名
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
考
察
す
る
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
、
こ
の
嫁
威
谷
と
い
う
地
名
の
由
来
を
説
く
と
と
も
に
、
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
の
遺
徳
を
讃
え
る
仏
教
説
話
で
あ
る
。
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
あ
ら
す
じ
は
、
凡
そ
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
吉
崎
山
の
南
麓
、
二
の
股
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
百
姓
の
与
惣
治
が
そ
の
老
母
と
妻
と
の
三
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。
当
時
、
吉
崎
山
に
は
本
願
寺
の
蓮
如
が
、
京
都
の
騒
乱
を
逃
れ
て
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
そ
の
山
麓
に
吉
崎
御
坊
を
建
立
し
て
、
真
宗
の
布
教
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
蓮
如
は
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
か
ら
数
え
て
第
八
世
に
あ
た
る
人
で
あ
る
。
与
惣
治
と
妻
は
蓮
如
に
帰
依
し
、
吉
崎
御
坊
に
足
し
げ
く
通
い
、
蓮
如
の
教
化
を
受
け
て
い
た
。
与
惣
治
の
老
母
は
し
か
し
、
邪
見
な
人
で
あ
っ
た
の
で
、
息
子
夫
婦
が
蓮
如
に
帰
依
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
夫
婦
の
吉
崎
参
り
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
二
月
二
十
日
の
夜
、
兼
ね
て
か
ら
の
奸
計
を
遂
に
実
行
に
移
す
。
こ
の
夜
、
与
惣
治
は
所
用
が
あ
っ
て
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、
妻
一
人
が
吉
崎
に
参
詣
し
た
。
老
母
は
嫁
が
御
坊
か
ら
の
帰
り
道
に
待
ち
伏
せ
て
威
か
せ
ば
、
気
の
弱
い
嫁
は
二
度
と
吉
崎
へ
は
参
詣
し
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
御
坊
か
ら
の
帰
路
に
あ
た
る
産
土
神
の
祠
に
祀
っ
て
あ
る
鬼
女
の
面
を
被
り
、
白
帷
子
に
着
替
え
て
、
祠
の
後
ろ
の
竹
藪
に
身
を
潜
め
、
嫁
が
そ
の
前
を
通
る
の
を
今
か
今
か
と
待
ち
構
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
奸
計
な
ど
露
ほ
ど
も
知
ら
ぬ
嫁
は
、
一
人
で
祠
の
前
に
さ
し
か
か
る
。
老
母
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
竹
藪
よ
り
飛
び
出
し
て
嫁
を
威
か
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
着
物
が
茨
に
引
っ
掛
か
り
、
機
を
逸
し
て
し
ま
う
。
竹
藪
で
一
人
悔
し
が
る
老
母
で
あ
る
が
、
そ
の
被
っ
て
い
た
面
を
外
そ
う
と
し
た
時
、
ど
う
し
た
こ
と
か
そ
の
面
が
老
母
の
顔
か
ら
離
れ
な
い
。
愕
然
と
立
ち
す
く
む
老
母
。
そ
の
姿
は
正
し
く
鬼
女
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
無
事
に
家
に
た
ど
り
着
い
た
嫁
は
老
母
の
不
在
を
怪
し
み
、
帰
宅
し
た
夫
と
と
も
に
老
母
を
探
し
歩
く
。
す
る
と
、
今
来
た
道
の
産
土
神
の
祠
の
奥
の
竹
藪
か
ら
老
母
の
声
が
す
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
の
姿
は
恐
ろ
し
い
鬼
女
で
あ
っ
た
。
老
母
は
涙
を
流
し
て
、
与
惣
治
夫
婦
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
懺
悔
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
諸
本
と
作
者
に
関
す
る
考
察
膽
吹
覚
―１―
夫
婦
は
、
老
母
を
伴
っ
て
吉
崎
の
蓮
如
を
訪
ね
る
。
蓮
如
は
老
母
の
懺
悔
を
聞
き
、
老
母
に
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
説
く
。
蓮
如
の
教
化
に
よ
っ
て
仏
縁
を
得
た
老
母
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
と
、
あ
ら
不
思
議
や
、
鬼
女
の
面
が
は
ら
り
と
落
ち
、
も
と
の
老
母
の
姿
に
戻
っ
た
。
与
惣
治
一
家
は
こ
れ
を
喜
び
、
ま
す
ま
す
蓮
如
に
帰
依
し
、
真
宗
の
教
え
を
守
り
、
国
法
を
重
ん
じ
、
奢
侈
を
慎
み
、
家
業
の
農
作
に
励
ん
だ
の
で
、
次
第
に
家
は
栄
え
、
有
徳
の
身
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
村
の
人
び
と
は
与
惣
治
一
家
の
行
な
い
を
讃
え
て
、
老
母
が
隠
れ
た
竹
藪
の
辺
を
「
嫁
威
谷
」
と
名
づ
け
、
ま
た
、
老
母
が
被
っ
て
い
た
面
を
大
切
に
保
管
し
た
と
い
①う
。
管
見
に
従
え
ば
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
研
究
は
、
そ
の
諸
本
の
整
理
も
未
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
作
者
も
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
そ
の
諸
本
と
作
者
に
関
す
る
考
察
を
試
み
た
い
。
１
諸
本
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
諸
本
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
五
点
が
確
認
で
き
た
。
な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
本
書
の
写
本
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
版
①
膽
吹
覚
所
蔵
本
（
以
下
、
筆
者
架
蔵
本
）
②
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
岩
瀬
文
庫
本
）
右
の
二
点
以
外
に
、
福
井
県
金
津
町
立
図
書
館
が
制
作
し
た
『
蓮
上
人
御
教
化
嫁
威
谷
物
が
た
り
』（
制
作
年
未
詳
）
と
題
す
る
冊
子
に
、「
皇
都
書
林
／
五
条
堺
町
東
ヘ
入
菱
屋
友
七
／
東
中
筋
魚
棚
上
菱
屋
宇
助
／
五
条
堺
町
西
ヘ
入
丁
子
屋
定
七
」
の
奥
付
（
裏
表
紙
見
返
し
）
を
有
す
る
弘
化
四
年
版
の
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
複
写
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
通
り
、
筆
者
架
蔵
本
の
裏
表
紙
見
返
し
は
白
紙
で
、
そ
の
書
袋
に
「
合
翰
堂
梓
」
と
あ
り
、
両
書
は
そ
の
奥
付
が
相
違
す
る
。
丁
字
屋
定
七
他
の
奥
付
を
有
す
る
版
本
は
、
金
津
図
書
館
制
作
『
蓮
上
人
御
教
化
嫁
威
谷
物
が
た
り
』
十
五
ペ
ー
ジ
欄
外
に
「
本
の
所
有
者
、
戸
崎
氏
」
と
ペ
ン
で
注
記
さ
れ
て
お
り
、「
戸
崎
氏
」
所
蔵
本
を
図
書
館
が
複
写
し
、
制
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
金
津
図
書
館
に
こ
の
「
戸
崎
氏
」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
図
書
館
で
は
そ
の
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
私
は
こ
の
「
戸
崎
氏
」
が
所
蔵
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
版
本
を
実
際
に
見
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
福
井
県
金
津
町
立
図
書
館
が
制
作
し
た
『
蓮
上
人
御
教
化
嫁
威
谷
物
が
た
り
』
に
収
録
さ
れ
た
戸
崎
氏
所
蔵
本
の
複
写
を
③
「
戸
崎
氏
蔵
本
」
と
今
仮
に
称
し
、
弘
化
四
年
版
の
参
考
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

西
宗
寺
版
①
福
井
大
学
総
合
図
書
館
郷
土
資
料
室
所
蔵
本
（
以
下
、
福
大
本
）
②
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
阪
大
本
）

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
版
①
国
立
国
会
図
書
館
関
西
分
館
所
蔵
本

弘
化
四
年
版
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
翌
年
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
は
蓮
如
上
人
二
百
五
十
回
忌
の
年
に
あ
た
る
。『
嫁
威
谷
物
語
』
の
弘
化
四
年
版
は
、
そ
の
翌
年
に
厳
修
さ
れ
る
蓮
如
上
人
二
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
に
当
て
込
ん
で
企
画
・
出
版
さ
れ
た
本
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
―２―
①筆
者
架
蔵
本
一
冊
本
。
版
本
。
半
紙
本
（
縦
二
十
二
、
二
×
横
十
五
、
五
）。
四
つ
目
袋
綴
。
原
装
縹
色
池
水
蓮
花
型
押
表
紙
。
左
肩
単
辺
題
簽
（
原
題
簽
・
刷
）
に
「
蓮
よ
め
お
ど
し
だ
に
も
の
上
人
／
御
教
化
嫁
威
谷
物
が
た
り
全
」。
内
題
「
蓮
如
上
人
／
御
教
化
よ
め
お
ど
し
た
に
も
の
が
た
り
嫁
威
谷
物
語
」（
第
一
丁
表
）。
柱
題
「
よ
め
お
と
し
谷
」。
尾
題
「
嫁
威
も
の
か
た
り
」（
第
十
五
丁
裏
）。
表
紙
見
返
し
並
び
に
序
文
・
凡
例
な
し
。
四
周
単
辺
無
界
九
行
（
匡
郭
十
七
、
九
×
十
三
、
二
）。
白
口
単
黒
魚
尾
。「
一
（
〜
十
五
了
）」、
全
十
五
丁
（
欠
丁
な
し
）。
漢
字
平
仮
名
交
り
文
。
句
点
・
振
り
ら
う
に
ゃ
く
よ
し
さ
き
ぐ
ん
さ
ん
仮
名
・
濁
点
あ
り
。
挿
絵
三
枚
。
第
二
丁
裏
と
第
三
丁
表
に「
老
若
吉
嵜
群
参
け
う
け
う
く
ら
う
ば
じ
や
け
ん
し
ん
じ
や
し
て
教
化
を
請
る
」（
図
１
）、
第
七
丁
裏
と
第
八
丁
表
に
「
老
婆
の
邪
慳
信
者
こ
ら
ま
こ
と
の
ね
ん
ぶ
つ
を
懲
さ
ん
と
す
」（
図
２
）、
第
十
二
丁
裏
と
第
十
三
丁
表
に
「
真
心
念
仏
に
よ
お
の
づ
き
め
ん
お
つ
つ
て
自
か
ら
被
た
る
面
脱
落
る
」（
図
３
）。
す
べ
て
木
版
画
で
あ
る
。
刊
記
は
「
弘
化
四
年
丁
未
冬
／
正
定
閣
述
作
」（
第
十
五
丁
裏
、
図
４
）。
裏
表
紙
見
返
し
は
白
紙
。
書
入
、
不
審
紙
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。
書
袋
（
縦
二
十
一
、
八
×
よ
め
を
ど
し
横
十
六
、
六
）
あ
り
（
図
５
）。
そ
の
中
央
部
に
「
蓮
上
人
／
御
教
化
嫁
威
だ
に
も
の
が
た
り
れ
ん
に
よ
し
や
う
に
ん
ほ
つ
こ
く
ご
く
は
ん
け
け
ん
ど
ん
谷
物
語
全
」、
そ
の
右
側
に
は
「
蓮
如
上
人
北
国
御
勧
化
の
を
り
か
ら
慳
貪
し
ゃ
け
ん
ば
ゝ
し
ん
し
や
さ
ま
た
げ
ご
ば
つ
い
き
お
に
し
や
う
邪
見
の
老
婆
あ
り
て
信
者
を
妨
せ
し
御
罰
に
て
生
な
が
ら
鬼
畜
と
な
り
し
を
上
に
ん
ご
け
う
け
た
ゞ
も
と
か
へ
あ
り
も
の
が
た
り
人
の
御
教
化
に
て
直
ち
に
原
の
か
た
ち
に
帰
り
た
る
有
が
た
き
物
語
也
」
と
の
宣
伝
文
が
載
り
、
そ
の
左
側
に
は
「
皇
都
書
林
合
翰
堂
梓
」
と
版
元
が
記
さ
れ
て
い
②る
。
図１ 筆者架蔵本（第２丁裏・第３丁表）
―３―
図２ 筆者架蔵本（第７丁裏・第８丁表）
図３ 筆者架蔵本（第１２丁裏・第１３丁裏）
―４―
②岩
瀬
文
庫
本
岩
瀬
文
庫
本
は
『
縁
起
類
聚
』（
版
本
）
と
し
て
一
括
す
る
四
冊
本
の
中
の
第
二
冊
の
三
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
本
と
筆
者
架
蔵
本
と
を
照
合
し
て
み
る
と
、
そ
の
表
紙
、
本
文（
振
り
仮
名
、
句
読
点
を
含
む
）、
挿
絵
、
装
丁
は
同
じ
で
あ
る
。
相
違
す
る
点
は
岩
瀬
文
庫
の
第
一
丁
表
に
「
岩
瀬
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
第
十
五
丁
裏
の
末
尾
に
「
正
定
閣
述
作
」
と
い
う
一
文
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
正
定
閣
述
作
」
の
部
分
は
削
除
さ
れ
た
も
の
で
は
に
な
い
か
と
筆
者
は
見
て
い
③る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
の
成
立
は
筆
者
架
蔵
本
よ
り
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
図４ 筆者架蔵本（第１５丁裏・後表紙見返し）
図５ 筆者架蔵本の書袋
―５―
③戸
崎
氏
蔵
本
戸
崎
氏
蔵
本
は
複
写
物
で
あ
る
か
ら
、
元
の
寸
法
や
表
紙
の
色
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
複
写
さ
れ
た
印
刷
面
が
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
版
心
と
印
記
（
第
一
丁
表
）
も
判
読
で
き
な
い
。
た
だ
、
そ
の
本
文
（
振
り
仮
名
、
句
読
点
を
含
む
）
は
筆
者
架
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
。
挿
絵
は
図
１
が
落
ち
て
い
る
が
、
こ
れ
は
複
写
を
と
っ
た
際
、
或
い
は
複
写
を
製
本
す
る
際
に
落
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
２
・
３
は
筆
者
架
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
。
本
書
は
前
述
の
通
り
、
そ
の
裏
表
紙
見
返
し
に
「
皇
都
書
林
／
五
条
堺
町
東
ヘ
入
菱
屋
友
七
／
東
中
筋
魚
棚
上
菱
屋
宇
助
／
五
条
堺
町
西
ヘ
入
丁
子
屋
定
七
」
の
刊
記
を
有
す
④る
。
筆
者
架
蔵
本
で
は
版
元
は
合
翰
堂
だ
け
で
あ
る
が
、
戸
崎
氏
蔵
本
は
丁
子
屋
定
七
他
に
よ
る
合
梓
で
あ
る
。
戸
崎
氏
蔵
本
と
筆
者
架
蔵
本
と
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
戸
崎
氏
蔵
本
も
そ
の
第
十
五
丁
裏
末
尾
に
「
正
定
閣
述
作
」
と
あ
る
の
で
、
戸
崎
氏
蔵
本
の
成
立
は
岩
瀬
文
庫
本
よ
り
は
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
岩
瀬
文
庫
本
が
筆
者
架
蔵
本
か
ら
出
た
の
か
、
そ
れ
と
も
戸
崎
氏
蔵
本
か
ら
出
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

西
宗
寺
版
西
宗
寺
は
京
都
市
山
科
区
西
野
広
見
町
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
そ
の
創
建
は
室
町
時
代
中
期
の
文
明
十
一
年（
一
四
八
一
）
と
い
う
。
西
宗
寺
は
近
世
を
通
じ
て
光
照
寺
（
大
谷
派
）
と
と
も
に
蓮
如
の
墓
の
管
理
を
担
当
し
て
い
た
。
西
宗
寺
版
は
福
大
本
と
阪
大
本
の
二
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
福
大
本
と
阪
大
本
を
比
較
す
る
と
、
本
文
、
挿
絵
、
外
題
、
内
題
、
刊
記
な
ど
は
同
一
で
あ
る
が
、
た
だ
表
紙
の
色
が
相
違
す
る
。
福
大
本
の
表
紙
は
浅
葱
色
無
地
で
、
阪
大
本
は
砥
粉
色
無
地
で
あ
る
。
福
大
本
・
阪
大
本
の
い
ず
れ
の
表
紙
が
原
装
か
、
或
い
は
と
も
に
改
装
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
蔵
書
印
を
見
る
と
、
福
大
本
に
は
第
一
丁
表
に
「
葦
田
伊
人
図
書
記
」「
福
井
大
学
図
書
之
印
」
の
二
種
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
本
が
歴
史
地
理
学
者
、
蘆
田
伊
人
の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
蘆
田
は
福
井
県
福
井
市
の
出
身
。
近
世
の
地
誌
を
集
大
成
し
た
『
大
日
本
地
誌
大
系
』
の
編
纂
者
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
人
で
あ
る
。
蘆
田
は
ま
た
近
代
を
代
表
す
る
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
の
た
め
に
蒐
集
し
た
古
地
図
や
地
誌
の
多
く
は
、
現
在
は
蘆
田
文
庫
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
明
治
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
蘆
田
は
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
東
京
を
離
れ
、
彼
の
蔵
書
の
一
部
と
共
に
郷
里
の
福
井
県
に
疎
開
。
し
か
し
、
そ
の
三
年
後
に
起
こ
っ
た
福
井
大
地
震
に
よ
り
福
井
疎
開
の
蔵
書
の
大
半
を
焼
失
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
そ
の
残
余
を
福
井
大
学
に
売
却
し
、
そ
れ
以
後
、
蘆
田
は
長
野
県
諏
訪
市
に
そ
の
住
ま
い
を
移
す
。
す
な
わ
ち
、
福
大
本
は
福
井
大
震
災
後
に
蘆
田
が
福
井
大
学
に
売
却
し
た
蔵
書
の
一
部
と
見
ら
れ
る
。
一
方
の
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
忍
頂
寺
文
庫
は
、
近
世
歌
謡
の
研
究
者
と
し
て
有
名
な
忍
頂
寺
務
氏
の
旧
蔵
千
九
百
九
十
点
を
収
蔵
す
る
文
庫
で
、
特
に
近
世
歌
謡
・
近
世
小
説
を
中
心
と
し
た
文
庫
と
し
て
知
ら
れ
る
。
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
の
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
、
そ
の
表
紙
見
返
し
に
「
大
阪
大
学
図
書
之
印
」、
第
一
丁
表
に
「
大
阪
大
学
図
書
」「
静
村
文
庫
」
の
計
三
種
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
静
村
文
庫
」
は
忍
頂
寺
文
庫
蔵
本
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
印
記
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
福
大
本
と
阪
大
本
は
表
紙
の
色
と
蔵
書
印
が
相
違
す
る
が
、
そ
の
本
文
と
挿
絵
は
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
調
査
の
便
宜
上
、
福
大
本
を
西
宗
寺
版
の
底
本
と
し
て
使
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
阪
大
本
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
さ
て
、
弘
化
四
年
版
（
筆
者
架
蔵
本
）
と
西
宗
寺
版
（
福
大
本
）
と
を
比
較
す
る
と
、
次
の
五
点
に
於
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
―６―
表
紙
弘
化
四
年
版
は
縹
色
に
池
中
蓮
花
の
文
様
が
型
押
し
で
施
さ
れ
て
い
る
が
、
西
宗
寺
版
は
浅
葱
色
無
地
―
阪
大
本
は
砥
粉
色
無
地
―
で
あ
る
。

外
題
弘
化
四
年
版
の
外
題
の
角
書
は
「
蓮
上
人
」
と
あ
る
が
、
西
宗
寺
版
で
は
「
蓮
如
上
人
」
と
あ
る
。

刊
記
弘
化
四
年
版
の
刊
記
は
「
弘
化
四
年
丁
未
冬
／
正
定
閣
述
作
」（
図
４
）
と
あ
る
が
、
西
宗
寺
版
で
は
こ
の
部
分
が
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
「
売
買
不
許
／
蓮
如
上
人
御
往
生
之
旧
地
／
山
科
西
宗
寺
」（
図
６
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
西
宗
寺
版
で
は
刊
記
か
ら
刊
行
年
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
「
売
買
不
可
」
と
あ
る
の
で
、
西
宗
寺
版
は
商
品
と
し
て
市
場
に
流
通
し
た
本
で
は
な
く
、
参
拝
者
或
い
は
門
徒
へ
の
配
り
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
れ
ん
に
よ
だ
い
ぜ
ん
ち
し
き
（
ア
）第
十
五
丁
裏
四
行
目
行
頭
が
、
弘
化
四
年
版
で
は
「
蓮
如
大
善
知
識
」
と
ち
う
こ
う
だ
い
ぜ
ん
ち
し
き
あ
る
が
、
西
宗
寺
版
で
は
「
中
興
大
善
知
識
」
と
あ
る
。
（
イ
）表
１
に
示
し
た
通
り
、
弘
化
四
年
版
で
は
適
時
打
た
れ
て
い
た
句
読
点
や
振
り
仮
名
が
、
西
宗
寺
版
で
は
不
自
然
な
ほ
ど
少
な
い
。
み
だ
う
こ
ん
り
う
（
ウ
）西
宗
寺
版
で
は
「
御
堂
〔
を
〕
建
立
し
給
ひ
」（
第
一
丁
表
八
行
目
）、「
両
人
つ
れ
に
〔
て
〕
参
る
〔
も
〕
の
を
」（
第
九
丁
裏
三
行
目
）、「
三
人
づ
お
か
へ
り
れ
〔
に
〕
て
」（
第
十
五
丁
表
三
行
目
）、「
御
発
駕
の
〔
ゝ
〕
ち
は
」（
同
四
行
目
）な
ど
数
カ
所
に
お
い
て
、
文
字
の
一
部
が
欠
け
て
い
る
。（〔
〕
内
は
欠
け
た
文
字
）。

挿
絵
西
宗
寺
版
・
弘
化
四
年
版
と
も
に
三
枚
の
挿
絵
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
西
宗
図６ 福大本（第１５丁裏・後表紙見返し）
―７―
弘
化
四
年
版
西
宗
寺
版
明
治
二
十
一
年
版
と
き
ぶ
ん
め
い
時
は
文
明
四
年
二
月
廿
日
の
こ
と
な
り
し
が
。
よ
さ
う
じ
し
よ
よ
う
ゑ
ん
き
や
う
き
の
ふ
与
惣
治
は
所
用
あ
り
て
遠
郷
へ
ゆ
き
て
。
昨
日
い
へ
つ
ま
ら
う
ぼ
よ
り
家
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
妻
ひ
と
り
老
母
に
る
す
く
れ
よ
し
さ
き
ま
ゐ
留
守
を
た
の
み
。
暮
こ
ろ
よ
り
吉
崎
へ
参
り
た
ら
う
ぼ
こ
こ
ろ
よ
め
い
だ
か
ね
る
が
。老
母
は
心
よ
く
嫁
を
出
し
や
り
て
。兼
々
く
ふ
う
こ
よ
ひ
よ
め
ゆ
き
工
夫
な
し
た
れ
ば
。
今
宵
こ
そ
嫁
ひ
と
り
行
た
か
へ
み
ち
ま
ち
お
ど
ろ
れ
ば
。
帰
る
道
に
待
ぶ
せ
て
い
た
く
驚
か
し
。
ふ
う
ふ
よ
し
さ
き
や
め
夫
婦
と
も
吉
崎
ま
ゐ
り
を
止
さ
せ
ん
も
の
と
。
し
よ
や
い
へ
い
で
て
う
ば
か
り
か
な
た
初
更
ご
ろ
よ
り
家
を
出
て
。
十
丁
斗
の
彼
方
う
ち
が
み
や
し
ろ
に
氏
神
の
社
に
い
た
り
。
（
第
五
丁
目
九
行
目
〜
第
六
丁
目
八
行
目
）
時
は
文
明
四
年
二
月
廿
日
の
こ
と
な
り
し
が
与
よ
う
じ
ゑ
ん
ぼ
う
惣
治
は
所
用
あ
り
て
遠
郷
へ
ゆ
き
て
昨
日
よ
り
家
に
あ
ら
ざ
れ
ば
妻
ひ
と
り
老
母
に
留
守
を
た
の
み
暮
こ
ろ
よ
り
吉
崎
へ
参
り
た
る
が
老
母
は
か
ね
心
よ
く
嫁
を
出
し
や
り
て
。
兼
々
工
夫
な
し
た
か
へ
れ
ば
今
宵
こ
そ
嫁
ひ
と
り
行
た
れ
ば
帰
る
道
に
お
と
ろ
待
ぶ
せ
て
い
た
く
驚
か
し
。
夫
婦
と
も
吉
崎
ま
や
め
し
よ
や
ゐ
り
を
止
さ
せ
ん
も
の
と
。
初
更
ご
ろ
よ
り
家
か
な
た
や
し
ろ
を
出
て
。
十
丁
斗
の
彼
方
に
氏
神
の
社
に
い
た
り
。（
第
五
丁
目
九
行
目
〜
第
六
丁
目
八
行
目
）
時
は
文
明
四
年
二
月
廿
日
の
こ
と
な
り
し
が
与
し
よ
よ
う
ゑ
ん
き
や
う
惣
治
は
所
用
あ
り
て
遠
郷
へ
ゆ
き
て
昨
日
よ
つ
ま
る
す
り
家
に
あ
ら
ざ
れ
ば
妻
ひ
と
り
老
母
に
留
守
を
く
れ
た
の
み
暮
こ
ろ
よ
り
吉
崎
へ
参
り
た
る
が
老
母
よ
め
か
ね
く
ふ
う
は
心
よ
く
嫁
を
出
し
や
り
て
。
兼
て
工
夫
な
し
こ
よ
ひ
か
へ
み
ち
た
れ
ば
今
宵
こ
そ
嫁
ひ
と
り
行
た
れ
ば
帰
る
道
ま
ち
お
と
ろ
に
待
ぶ
せ
て
い
た
く
驚
か
し
。
夫
婦
と
も
吉
崎
や
め
し
よ
や
ま
い
り
を
止
さ
せ
ん
も
の
と
。
初
更
ご
ろ
に
家
や
し
ろ
い
た
を
出
て
。
十
丁
斗
の
彼
方
に
氏
神
の
社
に
至
り
。
（
第
五
丁
目
九
行
目
〜
第
六
丁
目
八
行
目
）
〈
表
１
〉『
嫁
威
谷
物
語
』
諸
本
の
本
文
対
校
表
―８―
れ
ん
に
ょ
し
や
う
に
ん
そ
し
せ
う
に
ん
ご
蓮
如
上
人
は
い
に
し
へ
の
。
祖
師
聖
人
の
御
さ
い
ら
い
と
う
り
う
ぜ
ん
ち
し
き
再
来
に
て
。
当
流
の
善
知
識
な
れ
ば
。
こ
れ
よ
お
や
ま
さ
ん
け
い
し
や
う
に
ん
く
は
ん
け
き
ゝ
り
御
山
へ
参
詣
な
し
。
上
人
の
勧
化
を
も
聞
こ
の
よ
お
に
み
ら
い
給
は
ば
。
此
世
は
た
と
へ
鬼
な
り
と
も
。
未
来
じ
よ
う
ぶ
つ
成
仏
う
た
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
と
か
き
く
と
す
ゝ
ら
う
ぼ
ほ
つ
き
き
て
勧
め
し
か
ば
。
老
母
も
此
と
き
発
起
し
て
。
ふ
う
ふ
と
も
か
く
も
よ
き
や
う
こ
と
い
つ
る
に
。
夫
婦
か
た
び
ら
か
ほ
お
ぼ
は
よ
ろ
こ
び
白
帷
子
を
か
づ
か
せ
顔
を
覆
ひ
。
れ
う
て
よ
し
さ
き
か
た
左
右
の
手
を
と
り
吉
崎
の
方
に
む
か
は
せ
し
に
。
い
ま
ひ
と
あ
し
ひ
か
か
ら
だ
今
ま
で
一
歩
も
引
れ
ざ
り
し
五
体
が
。
も
と
の
や
は
あ
ゆ
ら
う
ぼ
ご
と
く
和
ら
き
歩
ま
れ
し
か
ば
。
老
母
も
は
じ
か
ん
め
て
其
ふ
し
ぎ
を
感
じ
。
（
第
十
一
丁
表
六
行
目
〜
同
裏
七
行
目
）
そ
し
せ
う
に
ん
ご
さ
い
ら
い
蓮
如
上
人
は
い
に
し
へ
の
祖
師
聖
人
の
御
再
来
と
う
り
う
ぜ
ん
ち
し
き
に
て
。
当
流
の
善
知
識
な
れ
ば
。
こ
れ
よ
り
御
山
へ
参
詣
な
し
。
上
人
の
勧
化
を
も
聞
給
は
ば
。
此
世
は
た
と
へ
鬼
な
り
と
も
。
未
来
成
仏
う
た
す
ゝ
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
と
か
き
く
と
き
て
勧
め
し
か
ば
。
老
母
も
此
と
き
発
起
し
て
。
と
も
か
く
も
よ
き
や
う
こ
と
い
つ
る
に
。
夫
婦
は
よ
ろ
こ
か
た
び
ら
び
白
帷
子
を
か
づ
か
せ
顔
を
覆
ひ
。
左
右
の
手
を
と
り
吉
崎
の
方
に
む
か
は
せ
し
に
。
今
ま
で
ひ
と
あ
し
か
ら
だ
一
歩
も
引
れ
ざ
り
し
五
体
が
。
も
と
の
ご
と
く
和
ら
き
歩
ま
れ
し
か
ば
。
老
母
も
は
じ
め
て
其
か
ん
ふ
し
ぎ
を
感
じ
。
（
第
十
一
丁
表
六
行
目
〜
同
裏
七
行
目
）
そ
し
せ
う
に
ん
ご
さ
い
ら
い
蓮
如
上
人
は
い
に
し
へ
の
祖
師
聖
人
の
御
再
来
と
う
り
う
ぜ
ん
ち
し
き
に
て
。
当
流
の
善
知
識
な
れ
ば
。
こ
れ
よ
り
御
山
へ
参
詣
な
し
。
上
人
の
勧
化
を
も
聞
給
は
ば
。
お
に
み
ら
い
此
世
は
た
と
へ
鬼
な
り
と
も
。
未
来
成
仏
う
た
す
ゝ
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
と
か
き
く
と
き
て
勧
め
し
ほ
つ
き
か
ば
。
老
母
も
此
と
き
発
起
し
て
。
と
も
か
く
も
よ
き
や
う
こ
と
い
つ
る
に
。
夫
婦
は
よ
ろ
こ
か
た
び
ら
お
ぼ
さ
ゆ
う
び
白
帷
子
を
か
づ
か
せ
顔
を
覆
ひ
。
左
右
の
手
を
と
り
吉
崎
の
方
に
む
か
は
せ
し
に
。
今
ま
で
ひ
と
あ
し
か
ら
だ
一
歩
も
引
れ
ざ
り
し
五
体
が
。
も
と
の
ご
と
く
和
ら
き
歩
ま
れ
し
か
ば
。
老
母
も
は
じ
め
て
其
か
ん
ふ
し
ぎ
を
感
じ
。
（
第
十
丁
裏
七
行
目
〜
第
十
一
丁
表
七
行
目
）
―９―
寺
版
で
は
、
弘
化
四
年
版
の
図
１
が
入
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
「
吉
崎
山
御
堂
」
を
描
い
た
挿
絵
図
７
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
２
と
図
３
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
み
ね
図
７
は
そ
の
右
上
部
に
吉
崎
御
坊
を
描
き
、
絵
の
右
下
部
に
「
御
堂
は
山
の
峯
ば
う
し
や
に
あ
り
。
北
の
門
、
南
の
門
、
其
外
坊
舎
多
し
」
と
あ
り
、
ま
た
、
絵
の
左
隅
と
し
か
げ
の
山
門
の
上
に
は
「
朝
倉
敏
景
参
詣
の
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
嫁
威
谷
物
語
』
に
吉
崎
御
坊
の
伽
藍
を
描
写
し
た
文
章
は
な
く
、
ま
た
、
作
品
中
に
朝
倉
敏
景
は
登
場
し
な
い
。
ゆ
え
に
、
図
７
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
挿
絵
と
し
て
は
、
そ
の
本
文
と
整
合
性
に
欠
け
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
画
風
と
い
う
観
点
か
ら
も
図
１
・
２
・
３
は
統
一
性
が
あ
る
が
、
図
７
は
図
１
・
２
・
３
と
は
い
さ
さ
か
違
う
印
象
を
受
け
る
。
図
７
の
絵
師
は
、
図
１
・
２
・
３
を
描
い
た
絵
師
と
は
別
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
看
て
く
る
と
、
西
宗
寺
版
の
成
立
は
弘
化
四
年
版
よ
り
後
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
弘
化
四
年
版
は
筆
者
架
蔵
本
が
先
に
印
行
さ
れ
、
そ
の
後
に
岩
瀬
文
庫
本
が
出
版
さ
れ
た
が
、
西
宗
寺
版
が
筆
者
架
蔵
本
か
ら
出
た
か
、
或
い
は
岩
瀬
文
庫
本
か
ら
出
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
西
宗
寺
版
が
筆
者
架
蔵
本
か
ら
出
た
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
は
第
十
五
丁
裏
に
あ
っ
た
「
弘
化
四
年
丁
未
冬
／
正
定
閣
述
作
」
の
一
文
を
西
宗
寺
が
削
り
、
そ
こ
に
「
売
買
不
許
／
蓮
如
上
人
御
往
生
之
旧
地
／
山
科
西
宗
寺
」
を
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
も
し
西
宗
寺
版
が
岩
瀬
文
庫
本
か
ら
出
た
な
ら
ば
、
西
宗
寺
は
岩
瀬
文
庫
本
か
ら
「
弘
化
四
年
丁
未
冬
」
の
部
分
を
削
除
し
、
そ
こ
に
「
売
買
不
許
／
蓮
如
上
人
御
往
生
之
旧
地
／
山
科
西
宗
寺
」
を
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
西
宗
寺
版
は
そ
の
本
文
の
振
り
仮
名
や
句
読
点
に
欠
落
が
目
立
ち
、
文
字
の
一
部
も
欠
損
し
て
お
り
、
か
な
り
磨
滅
し
た
板
木
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
宗
寺
版
は
弘
化
四
年
版
を
も
と
に
新
た
に
板
木
を
彫
り
直
し
た
も
の
で
は
な
く
、
磨
滅
の
進
ん
だ
弘
化
四
年
版
の
板
木
を
そ
の
ま
図７ 福大本（第２丁裏・第３丁表）
―１０―
ま
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
図
１
は
図
７
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
一
年
版
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
京
都
の
永
田
文
昌
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
和
装
本
の
『
嫁
威
谷
物
語
』
が
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西
分
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
誌
を
記
す
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
一
冊
本
。
版
本
。
中
本
。
袋
綴
。
表
紙
は
原
装
で
、
四
周
を
竹
で
囲
ん
だ
意
匠
の
中
に
「
明
治
廿
一
年
十
月
発
兌
／
蓮
如
上
人
御
教
化
嫁
威
谷
物
語
全
／
京
都
書
林
永
田
文
昌
堂
梓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
題
は
「
蓮
如
上
人
よ
め
お
ど
し
た
に
も
の
が
た
り
／
御
教
化
嫁
威
谷
物
語
」（
第
一
丁
表
）。
柱
題
は
な
し
。
尾
題
は
「
嫁
威
谷
物
語
」（
第
十
五
丁
裏
）。
表
紙
見
返
し
、
序
文
、
凡
例
な
し
。
四
周
単
辺
無
界
九
行
。
版
心
は
「
○一
（
〜
○十五
）」、
全
十
五
丁
（
欠
丁
な
し
）。
漢
字
平
仮
名
交
り
文
。
句
点
・
振
り
仮
名
・
濁
点
あ
り
。
挿
絵
は
第
二
丁
裏
と
第
三
丁
表
、
第
七
丁
裏
と
第
八
丁
表
、
第
十
二
丁
裏
と
第
十
三
丁
表
の
計
三
枚
。
奥
付
（
後
表
紙
裏
）
は
「
明
治
廿
一
年
十
月
十
三
日
印
刷
／
仝
廿
一
年
十
月
十
六
日
出
版
／
定
価
七
銭
／
著
作
者
兼
発
行
者
永
田
長
右
衛
門
京
都
府
下
京
区
第
二
十
三
組
山
川
町
五
番
戸
／
印
刷
者
林
繁
治
郎
京
都
府
下
京
区
第
十
七
組
中
金
仏
町
廿
二
番
戸
／
大
売
捌
所
川
波
卯
助
東
京
浅
草
区
諏
訪
町
弐
番
戸
」
と
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
版
を
弘
化
四
年
版
並
び
に
西
宗
寺
版
と
比
較
し
て
、
そ
の
書
誌
的
特
徴
を
記
す
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

明
治
二
十
一
年
版
は
板
を
新
た
に
刻
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
本
文
は
弘
化
四
年
版
（
筆
者
架
蔵
本
）
並
び
に
西
宗
寺
版
（
福
大
本
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
一
部
で
平
仮
名
を
漢
字
に
、
或
い
は
漢
字
を
平
仮
名
に
置
き
換
え
て
い
る

西
宗
寺
版
で
文
字
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
た
箇
所
の
多
く
が
、
明
治
二
十
一
年
版
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
三
人
づ
れ
〔
に
〕
て
」（
第
お
か
へ
り
十
五
丁
表
三
行
目
）
↓
「
三
人
づ
れ
で
」（
同
所
）、「
御
発
駕
の
〔
ゝ
〕
お
か
へ
り
ち
は
」
↓
「
御
発
駕
の
ち
は
」
の
二
箇
所
だ
け
は
誤
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

前
掲
の
表
１
に
示
し
た
通
り
、
明
治
二
十
一
年
版
の
本
文
は
振
り
仮
名
や
句
読
点
を
見
る
と
、
そ
れ
は
弘
化
四
年
版
よ
り
は
西
宗
寺
版
に
近
い
。

明
治
二
十
一
年
版
の
挿
絵
は
西
宗
寺
版
の
挿
絵
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
挿
絵
の
中
の
文
字
は
す
べ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
看
て
く
る
と
、
明
治
二
十
一
年
版
は
西
宗
寺
版
を
底
本
と
し
て
新
た
に
彫
り
直
し
て
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
諸
本
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
版
本
は
、
弘
化
四
年
版
か
ら
明
治
二
十
一
年
版
ま
で
一
貫
し
て
京
都
の
書
林
・
寺
院
で
扱
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
流
布
も
上
方
が
中
心
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
諸
本
を
成
立
の
古
い
も
の
か
ら
並
べ
る
と
、
弘
化
四
年
版
の
筆
者
架
蔵
本
が
最
も
古
く
、
次
い
で
同
年
版
の
岩
瀬
文
庫
本
、
そ
し
て
、
西
宗
寺
版
、
最
後
に
明
治
二
十
一
年
版
と
い
う
順
序
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
本
文
（
振
り
仮
名
や
句
読
点
を
含
む
）
と
挿
絵
に
つ
い
て
も
、
筆
者
架
蔵
本
が
最
も
整
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
、
戸
崎
氏
蔵
本
が
未
見
の
現
段
階
で
は
、『
嫁
威
谷
物
語
』
の
底
本
は
筆
者
架
蔵
本
を
用
い
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
一
年
版
が
西
宗
寺
版
を
底
本
と
し
た
こ
と
は
最
善
の
選
択
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
―１１―
２作
者
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
古
典
籍
総
合
目
録
」
は
、『
嫁
威
谷
物
語
』の
作
者
に
つ
い
て
何
も
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は「
古
典
籍
総
合
目
録
」
で
は
、
岩
瀬
文
庫
本
と
忍
頂
寺
文
庫
本
の
二
点
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
架
蔵
本
並
び
に
戸
崎
氏
蔵
本
の
第
十
五
丁
裏
末
尾
に
は
「
正
定
閣
述
作
」
と
、
作
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
記
事
に
従
っ
て
、
す
な
わ
ち
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
作
者
は
正
定
閣
で
あ
る
、
と
仮
定
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
無
論
、「
正
定
閣
述
作
」
の
記
事
の
信
憑
性
を
疑
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
先
ず
こ
の
記
事
に
従
っ
て
、『
嫁
威
谷
物
語
』
の
作
者
は
正
定
閣
で
あ
る
、
と
の
仮
説
に
立
っ
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。そ
れ
で
は
、
こ
の
正
定
閣
と
は
一
体
誰
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
に
そ
の
手
掛
か
り
を
求
め
た
い
が
、
残
念
な
が
ら
『
嫁
威
谷
物
語
』
に
は
正
定
閣
に
関
す
る
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
世
の
出
版
史
料
類
か
ら
も
『
嫁
威
谷
物
語
』
に
関
す
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
⑤た
。
そ
こ
で
以
下
は
、
私
の
推
測
で
あ
る
。
前
章
で
考
察
し
た
通
り
、
版
本
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
一
貫
し
て
京
都
の
本
屋
・
寺
院
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
作
者
と
仮
定
さ
れ
る
正
定
閣
も
又
、
江
戸
末
期
の
京
都
に
居
住
し
た
真
宗
の
僧
侶
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
私
は
推
測
す
る
。
江
戸
末
期
の
京
都
で
正
定
閣
の
号
で
知
ら
れ
た
真
宗
の
僧
侶
と
い
え
ば
、
真
宗
仏
光
寺
派
学
頭
で
、
同
派
大
行
寺
の
開
基
で
あ
っ
た
信
暁
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
は
こ
の
大
行
寺
の
信
暁
が
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
作
者
、
正
定
閣
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。『
嫁
威
谷
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
は
、
信
暁
は
七
十
四
歳
の
年
に
あ
た
る
。
信
暁
の
伝
記
は
佐
竹
淳
如
・
工
藤
康
海
『
勤
王
護
法
信
暁
学
頭
』（
大
行
寺
史
刊
行
後
援
会
、
昭
和
十
一
年
六
月
刊
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
信
暁
は
江
戸
中
期
の
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
八
月
一
日
、
美
濃
国
不
破
郡
静
里
村
の
真
宗
大
谷
派
長
源
寺
に
生
ま
れ
た
。
十
四
歳
の
時
に
上
洛
し
、
仏
学
を
修
め
、
三
十
歳
の
時
に
長
源
寺
を
弟
の
本
空
に
譲
り
、
信
暁
は
諸
山
の
碩
学
を
訪
ね
、
研
学
に
奨
励
し
た
。
そ
の
後
、
仏
光
寺
第
二
十
三
代
門
主
随
応
に
招
か
れ
て
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
山
内
の
宗
学
の
中
心
で
あ
っ
た
妙
顕
寺
を
再
興
し
、
同
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
大
行
寺
を
開
き
、
そ
の
住
職
に
就
任
す
る
。
そ
の
後
は
仏
光
寺
派
僧
侶
の
教
育
に
尽
力
し
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
は
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
次
い
で
仏
光
寺
派
学
頭
に
補
任
せ
ら
れ
、
権
小
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
十
四
日
死
去
。
享
年
八
十
五
。
な
お
、
『
勤
王
護
法
信
暁
学
頭
』
は
そ
の
第
十
三
章
に
「
僧
都
の
著
作
」
を
設
け
て
、
計
五
十
八
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
信
暁
に
は
正
定
閣
以
外
に
も
歓
喜
庵
、
霞
水
坊
な
ど
の
号
が
あ
っ
た
。
信
暁
が
い
つ
か
ら
正
定
閣
の
号
を
使
用
し
て
い
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
が
出
版
さ
れ
る
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
四
年
前
に
あ
た
る
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
信
暁
の
著
作
『
法
の
ゑ
ん
』（
別
名
『
い
ろ
は
う
た
四
十
八
首
』、
法
光
寺
蔵
版
、
筆
者
架
蔵
本
）
の
第
一
丁
裏
に
「
正
定
閣
」
の
号
が
記
さ
れ
て
お
り
（
図
８
）、
遅
く
と
も
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
は
、
信
暁
が
正
定
閣
と
号
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
国
書
人
名
辞
典
』
収
載
の
信
暁
の
著
書
を
見
る
と
、『
教
行
信
証
講
釈
』、
『
阿
弥
陀
経
即
生
篇
』、『
親
鸞
聖
人
荼
毘
所
考
』
な
ど
の
仏
書
（
真
宗
学
）
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
梵
暦
を
普
門
律
師
に
就
い
て
学
ん
だ
人
で
あ
る
か
―１２―
ら
『
大
寒
気
由
旬
便
覧
』、『
頒
暦
講
話
並
説
教
』
な
ど
の
梵
暦
書
も
あ
る
。
こ
う
し
た
著
作
が
あ
る
中
で
、
一
点
だ
け
で
あ
る
が
、『
平
太
郎
之
記
』（
文
政
五
年
刊
）
と
題
す
る
説
話
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。『
平
太
郎
之
記
』
は
真
宗
信
徒
の
平
太
郎
が
熊
野
権
現
に
参
詣
し
、
そ
こ
で
夢
告
を
見
る
と
い
う
、『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
に
も
登
場
す
る
有
名
な
一
場
面
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
話
は
近
世
に
お
い
て
は
、
浄
瑠
璃
の
『
よ
こ
そ
ね
の
平
太
郎
』
と
し
て
真
宗
門
徒
を
中
心
に
広
く
知
ら
れ
た
逸
話
で
あ
り
、
ま
た
『
平
太
郎
縁
起
』、『
平
太
郎
熊
野
参
詣
記
』、『
平
太
郎
事
蹟
談
』
な
ど
の
伝
記
類
も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
信
暁
の
『
平
太
郎
之
記
』
も
、
こ
う
し
た
平
太
郎
の
熊
野
権
現
参
詣
を
め
ぐ
る
説
話
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
例
で
は
あ
る
が
、
信
暁
が
『
嫁
威
谷
物
語
』
以
外
に
も
仏
教
説
話
の
著
述
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
て
、
大
行
寺
の
信
暁
を
以
っ
て
本
書
の
著
者
と
す
る
私
の
仮
説
に
対
し
て
、
仏
光
寺
派
と
蓮
如
と
の
関
係
か
ら
そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
蓮
如
以
前
の
真
宗
教
団
に
於
い
て
、
仏
光
寺
派
は
本
願
寺
派
を
凌
ぐ
大
き
な
勢
力
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
蓮
如
の
登
場
に
よ
り
そ
の
勢
力
地
図
は
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
。
室
町
中
期
の
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）、
仏
光
寺
派
は
そ
の
第
十
九
代
門
主
経
豪
が
本
山
を
捨
て
、
蓮
如
に
従
い
、
本
願
寺
に
帰
属
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
山
内
四
十
八
坊
中
の
四
十
二
坊
、
及
び
数
千
の
末
寺
が
仏
光
寺
派
を
離
脱
し
、
本
願
寺
に
入
っ
た
。
仏
光
寺
派
は
山
内
に
六
坊
を
残
し
、
そ
の
末
寺
も
大
き
く
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
仏
光
寺
派
に
と
っ
て
蓮
如
は
、
派
の
衰
退
の
も
た
ら
し
た
人
物
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
江
戸
末
期
の
嘉
永
元
年
前
後
に
東
西
本
願
寺
を
中
心
に
行
わ
れ
た
蓮
如
上
人
二
百
五
十
回
忌
の
大
法
要
も
、
仏
光
寺
で
は
勤
め
ら
れ
て
い
な
い
。
因
み
に
仏
光
寺
派
の
中
興
は
蓮
如
で
は
な
く
、
第
七
代
門
主
了
源
で
あ
る
。
図８ 『法のゑん』（天保１４年刊、第１丁裏・第２丁表）
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こ
う
し
た
真
宗
史
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
江
戸
末
期
の
仏
光
寺
派
学
頭
で
あ
っ
た
信
暁
が
、
蓮
如
の
遺
徳
を
讃
え
る
説
話
を
著
す
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
人
が
い
て
も
、
そ
れ
は
十
分
に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
信
暁
は
大
谷
派
（
東
本
願
寺
派
）
の
末
寺
に
生
ま
れ
た
人
で
、
仏
光
寺
派
に
転
派
し
た
後
も
、
蓮
如
『
御
文
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
五
帖
壱
部
御
文
寸
珍
』（
嘉
永
二
年
﹇
一
八
四
九
﹈
刊
）
を
出
版
し
て
い
る
。
信
暁
は
一
人
の
真
宗
僧
侶
と
し
て
、
派
を
越
え
て
、
蓮
如
を
敬
慕
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
ゆ
え
に
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
作
者
と
し
て
仏
光
寺
派
学
頭
の
信
暁
を
仮
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る
。
「
正
定
閣
述
作
」
の
一
文
は
前
述
の
通
り
、
岩
瀬
文
庫
本
や
西
宗
寺
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
岩
瀬
文
庫
本
で
こ
の
一
文
が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
西
宗
寺
版
が
こ
れ
を
削
除
し
た
の
は
、
本
書
の
作
者
が
信
暁
で
あ
れ
ば
説
明
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、「
蓮
如
上
人
御
往
生
之
旧
地
」
を
誇
る
本
願
寺
派
の
西
宗
寺
が
、
他
派
そ
れ
も
仏
光
寺
派
学
頭
に
よ
る
著
作
を
蔵
版
刊
行
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
躊
躇
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
正
定
閣
が
仏
光
寺
派
学
頭
の
信
暁
で
あ
る
と
い
う
私
の
仮
説
は
、
西
宗
寺
版
に
於
け
る
作
者
名
削
除
の
問
題
に
も
応
え
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
戸
崎
氏
蔵
本
の
奥
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
菱
屋
友
七
と
菱
屋
宇
助
の
両
名
は
、
信
暁
の
代
表
作
で
あ
る
『
山
海
里
』
第
七
編
上
冊
（
嘉
永
三
年
﹇
一
八
五
〇
﹈
版
）
の
表
紙
見
返
し
に
「
ひ
ろ
め
ど
こ
ろ
」（
販
売
店
）
と
し
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
菱
屋
友
七
と
菱
屋
宇
助
は
、
信
暁
と
繋
が
り
の
あ
る
書
林
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、『
嫁
威
谷
物
語
』
の
作
者
が
信
暁
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
の
一
つ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
結
び
今
回
の
調
査
の
範
囲
で
言
え
ば
、『
嫁
威
谷
物
語
』
は
す
べ
て
版
本
で
伝
来
し
、
そ
の
伝
存
本
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
諸
本
は

弘
化
四
年
版
（
筆
者
架
蔵
本
、
岩
瀬
文
庫
本
、
戸
崎
氏
蔵
本
）、

西
宗
寺
版
（
福
大
本
、
阪
大
本
）、

明
治
二
十
一
年
版
（
国
会
図
書
館
本
）
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
は
、
戸
崎
氏
蔵
本
が
確
認
で
き
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、
筆
者
架
蔵
本
が
最
も
古
く
、
そ
の
本
文
と
挿
絵
も
整
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
底
本
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
作
者
は
こ
れ
ま
で
未
詳
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
架
蔵
本
並
び
に
戸
崎
氏
蔵
本
の
刊
記
に
あ
る
「
正
定
閣
述
作
」
と
い
う
記
事
に
拠
っ
て
、
そ
れ
が
正
定
閣
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
嫁
威
谷
物
語
』
に
は
正
定
閣
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
筆
者
は
こ
の
正
定
閣
は
京
都
、
真
宗
仏
光
寺
派
学
頭
で
、
同
派
大
行
寺
の
開
基
で
あ
っ
た
信
暁
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

信
暁
の
号
が
正
定
閣
で
あ
る
こ
と
、

『
嫁
威
谷
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
弘
化
四
年
当
時
、
す
で
に
信
暁
が
正
定
閣
と
号
し
て
い
た
こ
と
、

信
暁
は
仏
光
寺
派
の
学
頭
で
あ
っ
た
が
、
一
人
の
真
宗
僧
侶
と
し
て
蓮
如
を
敬
慕
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
、

信
暁
の
著
作
に
『
平
太
郎
之
記
』
と
題
す
る
仏
教
説
話
が
あ
る
こ
と
、

戸
崎
氏
蔵
本
の
刊
記
に
載
る
菱
屋
友
七
と
菱
屋
宇
助
は
、
信
暁
の
著
作
と
関
係
の
あ
る
書
林
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
最
後
に
、
本
稿
は
戸
崎
氏
蔵
本
の
調
査
を
踏
ま
え
て
執
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の
数
年
に
わ
た
る
調
査
の
範
囲
で
は
つ
い
に
戸
崎
氏
蔵
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
不
十
分
な
調
査
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
公
開
し
、
以
―１４―
て
戸
崎
氏
蔵
本
の
行
方
を
ご
存
知
の
方
よ
り
ご
教
示
給
わ
り
た
く
、
本
稿
を
記
し
た
次
第
で
あ
る
。
〈
註
〉
①
杉
原
丈
夫
編
『
越
前
若
狭
の
伝
説
』（
松
見
文
庫
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
刊
）
に
拠
る
と
、
嫁
威
谷
の
伝
承
は
、
そ
の
内
容
に
拠
っ
て
、
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
と
い
う
。
第
一
は
夫
婦
と
も
に
健
在
で
、
老
母
は
嫁
が
吉
崎
か
ら
帰
る
道
を
威
か
す
と
い
う
も
の
。
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
、
こ
の
型
に
属
す
る
。
こ
の
型
に
は
本
書
以
外
に
、
了
貞
編
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
第
二
巻
収
録
「
吉
崎
山
」（
享
和
三
年
﹇
一
八
〇
三
﹈
刊
）、『
越
前
古
跡
収
集
記
』（
福
井
大
学
附
属
総
合
図
書
館
郷
土
資
料
室
所
蔵
。
写
本
。
一
冊
本
。
成
立
年
未
詳
）、
吉
崎
西
念
寺
の
縁
起
が
あ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
夫
や
子
供
が
す
で
に
死
亡
し
て
嫁
と
老
母
の
み
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
嫁
が
吉
崎
へ
行
く
、
そ
の
往
路
で
威
か
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
吉
崎
の
順
慶
寺
の
縁
起
、
山
十
楽
の
浄
林
寺
の
縁
起
が
属
す
る
。『
嫁
威
谷
物
語
』
と
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
第
二
巻
収
録
「
吉
崎
山
」
に
収
録
さ
れ
た
嫁
威
し
谷
の
由
来
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
並
び
に
そ
の
文
章
表
現
が
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
信
暁
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
執
筆
に
際
し
て
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
「
吉
崎
山
」
を
参
照
し
、
そ
こ
に
蓮
如
の
遺
徳
を
讃
え
る
趣
向
を
盛
り
込
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。『
嫁
威
谷
物
語
』
の
本
文
を
前
述
の
第
一
の
タ
イ
プ
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
②
合
翰
堂
は
書
袋
の
記
事
か
ら
京
都
の
書
林
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
井
上
隆
明
『
近
世
書
林
版
元
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
刊
）
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
住
所
や
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
を
刊
行
し
て
い
た
か
等
は
未
詳
で
あ
る
。
③
岩
瀬
文
庫
本
に
「
正
定
閣
述
作
」
の
一
文
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
「
以
下
削
除
か
」
と
記
し
て
い
る
。
④
『
近
世
書
林
版
元
総
覧
』
に
よ
る
と
、
丁
子
屋
定
七
は
刊
記
の
通
り
、
五
条
通
り
堺
町
西
に
店
を
構
え
、
江
戸
前
期
の
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
『
神
代
巻
』
を
、
江
戸
末
期
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
は
『
学
童
重
宝
古
状
箋
』
を
そ
れ
ぞ
れ
合
梓
し
て
い
る
。
⑤
宗
政
五
十
緒
・
若
林
正
治
編
『
近
世
京
都
出
版
資
料
』（
日
本
古
書
通
信
社
、
昭
和
四
十
年
刊
）、
並
び
に
朝
倉
治
彦
監
修
・
宗
政
五
十
緒
編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
刊
）
に
も
『
嫁
威
谷
物
語
』
に
関
す
る
記
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
﹇
後
記
﹈
本
稿
執
筆
に
際
し
て
古
典
籍
の
閲
覧
・
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
国
立
国
会
図
書
館
、
愛
知
県
西
尾
市
立
岩
瀬
文
庫
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
立
金
津
図
書
館
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
福
井
大
学
総
合
図
書
館
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
へ
の
写
真
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
福
井
大
学
総
合
図
書
館
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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